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同
調
査
の
実
施
は
２
年
目

に
入
り
、
今
回
分
か
ら
前
年

比
較
が
可
能
に
な
っ
た
。
同

時
に
、
施
設
数
な
ど
一
定
条

件
を
満
た
す
市
区
町
村
単
位

の
結
果
の
発
表
も
始
め
た
。

ま
た
、調
査
項
目
の
追
加
で
、

延
べ
宿
泊
者
数
だ
け
で
な

く
、
宿
泊
者
の
実
人
数
が
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

調
査
対
象
は
、
従
業
員
１０

人
以
上
の
ホ
テ
ル
、
旅
館
、

簡
易
宿
所
で
合
計
１
万
１
７

１
施
設
。
今
回
の
回
収
率
は

７１
・
７
％
だ
っ
た
。

■
外
国
人
の
動
向

都
道
府
県
別
の
外
国
人
延

べ
宿
泊
者
数
は
、
東
京
都
の

１
８
３
万
人
泊
、
北
海
道
の

６０
万
人
泊
、
大
阪
府
の
５８
万

人
泊
な
ど
が
上
位
を
占
め
る

が
、
増
加
率
で
は
宮
城
県
が

７６
・
０
％
増
（
延
べ
宿
泊
数

３
万
７
千
人
泊
）
と
最
大
の

伸
び
幅
。
宮
城
の
伸
び
は
仙

台
〜
香
港
定
期
便
が
再
開
し

た
効
果
と
み
ら
れ
、
外
国
人

宿
泊
者
全
体
の
３８
％
を
香
港

が
占
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
外
国
人
の
伸

び
で
目
を
引
く
の
が
、
大
分

県
の
４２
・
６
％
増
（
同
１１
万

人
泊
）
、
静
岡
県
の
４２
・
８

％
増（
同
１０
万
３
千
人
泊
）。

構
成
比
を
み
る
と
、
大
分
県

は
韓
国
が
８３
％
を
占
め
て
い

る
。
静
岡
県
は
中
国
２５
％
、

台
湾
２３
％
で
約
半
数
に
達
し

て
い
る
。

外
国
人
１
人
当
た
り
の
同

一
施
設
で
の
宿
泊
日
数
は
平

均
１
・
４９
泊
だ
っ
た
。
都
道

府
県
別
で
は
、
高
知
県
が
韓

国
の
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
の
キ

ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
た
効
果

で
２
・
６
５
泊
と
最
多
。
続

い
て
茨
城
県
が
２
・
０３
泊
、

東
京
都
が
１
・
８６
泊
、
長
野

県
が
１
・
７８
泊
な
ど
。

外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
を

国
・
地
域
別
に
構
成
比
上
位

６
位
ま
で
を
み
る
と
、
�
韓

国
�
前
年
同
期
比
１７
・
７
％

増
の
１
１
９
万
人
泊
�
台
湾

�
０
・
６
％
減
の
８９
万
人
泊

�
ア
メ
リ
カ
�
９
・
０
％
減

の
６０
万
人
泊
�
中
国
�
２４
・

１
％
増
の
５６
万
人
泊
�
香
港

�
３１
・
８
％
増
の
５０
万
人
泊

	
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
�
５１
・

４
％
増
の
２１
万
人
泊

。

こ
の
ほ
か
８
位
の
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
が
３０
・
５
％
増
の
１１
万

人
泊
と
大
幅
な
伸
び
を
示
し

た
。■

全
体
の
動
向

日
本
人
、
外
国
人
を
合
わ

せ
た
延
べ
宿
泊
者
数
の
都
道

府
県
別
で
は
、
東
京
都
、
北

海
道
、
大
阪
府
、
千
葉
県
、

静
岡
県
の
上
位
５
位
ま
で
で

全
体
の
３
割
超
を
占
め
る
。

増
加
率
で
は
茨
城
県
が
１２
・

３
％
増
、
福
井
県
が
１０
・
５

％
増
、
徳
島
県
が
９
・
９
％

増
、
長
野
県
９
・
３
％
増
、

奈
良
県
が
７
・
５
％
増
な
ど

で
大
き
な
伸
び
を
示
し
た
。

１
人
当
た
り
の
同
一
施
設

で
の
宿
泊
日
数
は
１
・
２８
泊
。

上
位
は
、
沖
縄
県
の
１
・
５７

泊
、
東
京
都
の
１
・
４２
泊
、

長
野
県
の
１
・
３６
泊
。
こ
れ

を
市
区
町
村
別
で
み
る
と
、

全
国
１
位
は
大
阪
府
堺
市
の

１
・
７８
泊
、
２
位
は
愛
知
県

豊
田
市
の
１
・
７６
泊
、
３
位

は
沖
縄
県
恩
納
村
の
１
・
６９

泊
と
な
っ
た
。

一
方
、
宿
泊
施
設
の
定
員

稼
働
率
は
全
国
平
均
４３
・
０

％
で
、
形
態
別
で
は
旅
館
３０

・
３
％
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

４０
・
０
％
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
５８
・
１
％
、
シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
５６
・
６
％
だ
っ
た
。

月
別
の
定
員
稼
働
率
は
１

月
が
３８
・
４
％
、
２
月
が
４３

・
７
％
、
３
月
が
４６
・
９
％

だ
っ
た
。
旅
館
は
１
月
２７
・

７
％
、
２
月
３０
・
０
％
、
３

月
３３
・
１
％
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ

テ
ル
は
１
月
３６
・
１
％
、
２

月
３９
・
３
％
、
３
月
４４
・
５

％
で
推
移
し
た
。【

向
野
悟
】

国
土
交
通
省
は
、
今
年
１
〜
３
月
（
第
１
四
半
期
）
の
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
の
結

果
を
ま
と
め
た
。
延
べ
宿
泊
者
数
は
前
年
同
期
比
１
・
４
％
増
の
７
３
５
１
万
人
泊

だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
日
本
人
は
０
・
９
％
増
の
６
８
０
８
万
４
千
人
泊
。
外
国
人
は

５
４
２
万
人
泊
で
、
全
体
の
７
・
４
％
を
占
め
、
前
年
同
期
比
で
８
・
８
％
の
増
加

と
な
っ
た
。
外
国
人
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、
宮
城
県
、
大
分
県
、
静
岡
県
な
ど

の
伸
び
幅
が
大
き
い
。

理
事
長
の
お
話
は
い
つ

ご
ろ
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

「
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
を
退
任
し

た
後
、
３
月
末
に
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の

新
町
光
示
会
長
（
当
時
）
か
ら

打
診
が
あ
っ
た
。
大
学
の
先
生

を
や
り
な
が
ら
気
楽
に
過
ご
そ

う
（
笑
）
と
思
っ
て
い
た
矢
先

だ
。
６
月
９
日
の
理
事
会
で
正

式
に
就
任
し
た
」

世
界
遺
産
ア
カ
デ
ミ
ー

は
も
と
も
と
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ

ム
（
Ｃ
Ｔ
）
が
立
ち
上
げ
ま
し

た
が
、
現
在
、
Ｃ
Ｔ
は
ど
う
関

わ
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

「
ア
カ
デ
ミ
ー
設
立
時
に
３

千
万
円
出
資
し
て
い
る
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
性
格
上
出
資
は
あ

り
得
な
い
。
監
査
が
入
る
と
当

然
問
題
に
な
る
。
こ
の
た
め
出

資
金
は
Ｃ
Ｔ
に
返
し
た
が
、
法

人
会
員
と
し
て
改
め
て
寄
付
を

い
た
だ
く
こ
と
で
合
意
し
て
い

る
。
財
務
内
容
は
非
常
に
厳
し

く
、
私
自
身
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ

（
笑
）」財

務
内
容
の
改
善
が
急

務
で
す
ね
。

「
長
い
間
旅
行
会
社
に
籍
を

置
き
、
人
脈
も
そ
れ
な
り
に
あ

る
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
田
川
社
長
は
じ

め
い
ろ
い
ろ
な
方
に
お
会
い
し

て
、
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
。
世
界
遺
産
は
旅
行

会
社
に
と
っ
て
も
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。
ア
カ
デ
ミ
ー

が
お
役
に
立
つ
こ
と
を
訴
え
、

会
員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」

ア
カ
デ
ミ
ー
と
い
え
ば

「
世
界
遺
産
検
定
」
が
あ
り
ま

す
が
、
内
容
を
見
直
す
よ
う
で

す
ね
。

「
こ
れ
ま
で
は
上
級
（
マ
イ

ス
タ
ー
）、
中
級（
プ
ラ
チ
ナ
、

ゴ
ー
ル
ド
）
、
初
級
（
シ
ル
バ

ー
、
ブ
ロ
ン
ズ
）
に
分
け
、
合

格
正
答
率
に
よ
る
レ
ベ
ル
認
定

を
行
っ
て
い
た
が
、
今
後
は
分

か
り
や
す
い
『
級
』
制
度
に
変

更
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
級
は
小

学
校
高
学
年
〜
中
学
校
レ
ベ

ル
、
高
校
レ
ベ
ル
と
い
う
具
合

に
難
易
度
を
分
け
、
１
〜
４
級

ま
で
と
、
マ
イ
ス
タ
ー
（
大
学

院
入
試
お
よ
び
大
学
院
修
士
レ

ベ
ル
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
認
定
結
果
も
生
か

せ
る
よ
う
、
今
年
の
検
定
か
ら

３
年
間
に
わ
た
り
段
階
的
に
制

度
を
変
更
し
て
い
く
」

「
先
ご
ろ
ト
ラ
ベ
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
制
度
推
進
協
議
会
（
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
、
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
、
添
乗
サ

ー
ビ
ス
協
会
）
が
旅
行
業
界
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
資
格
、

世
界
遺
産
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
認

定
制
度
を
新
設
し
た
が
、
こ
の

検
定
が
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
認

定
要
件
と
し
て
採
用
さ
れ
た
」

今
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

「
検
定
日
は
９
月
２８
日
で
、

昨
年
ま
で
の
８
会
場
（
札
幌
、

仙
台
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、

神
戸
、
広
島
、
福
岡
）に
横
浜
、

熊
本
の
２
カ
所
を
新
た
に
追
加

す
る
。
６
月
２
日
か
ら
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
お
り
、現
在
、

約
１
２
０
０
人
の
申
し
込
み
が

あ
る
。
一
番
下
は
中
学
生
だ
が

や
は
り
中
高
年
が
多
い
。
受
検

料
の
一
部
は
ア
カ
デ
ミ
ー
を
通

じ
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
に
世
界
遺
産
保
全
活
動
基

金
と
し
て
寄
付
さ
れ
る
こ
と
を

付
け
加
え
て
お
き
た
い
」

ア
カ
デ
ミ
ー
の
認
知
度

向
上
も
課
題
で
す
ね
。

「
そ
う
、
存
在
意
義
を
大
い

に
ア
ピ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
千
代
田
区
に
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
こ
こ
で
世
界

遺
産
の
講
座
を
実
施
、
ア
カ
デ

ミ
ー
の
講
師
を
派
遣
し
た
。
初

回
は
２
０
０
人
近
い
人
が
集
ま

り
、
今
後
定
期
的
に
開
講
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
た
。
文
京
区
も

関
心
を
示
し
て
い
る
。
地
方
自

治
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
行
う
。
奈
良
県
は
２
０

１
０
年
に
『
平
城
遷
都
１
３
０

０
年
祭
』
を
実
施
す
る
が
、
ア

カ
デ
ミ
ー
と
し
て
マ
イ
ス
タ
ー

を
派
遣
す
る
話
が
進
ん
で
い

る
。
栃
木
県
の
『
足
利
学
校
』

か
ら
も
同
様
の
話
が
あ
る
。
こ

こ
で
得
た
情
報
を
旅
行
会
社
に

提
供
す
る
の
も
我
々
の
役
割

だ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本

に
１４
あ
る
世
界
遺
産
を
有
効
に

活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
少

し
で
も
お
役
に
た
ち
た
い
と
思

う
」「

最
近
、
観
光
系
の
学
部
・

学
科
を
設
け
る
大
学
が
増
え
て

い
る
が
、
こ
こ
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
い
く
。
検
定
へ
の
参
加
、

世
界
遺
産
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

入
れ
て
も
ら
え
な
い
か
な
ど

だ
。
と
に
か
く
ア
カ
デ
ミ
ー
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。
こ
こ

に
力
を
注
ぎ
た
い
」

従
来
の
運
営
で
は
だ
め

だ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

「
間
口
を
広
げ
る
と
い
う
か
、

大
学
や
地
方
自
治
体
な
ど
も
視

野
に
入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
発

展
は
望
め
な
い
。
ま
た
、
文
部

科
学
省
や
環
境
省
、
日
本
ユ
ネ

ス
コ
協
会
な
ど
関
係
各
機
関
と

の
連
携
も
深
め
、
こ
れ
ま
で
の

ア
カ
デ
ミ
ー
と
は
違
う
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
訴
え
、
理
解
を
求

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
」

組
織
の
見
直
し
は
考
え

て
い
ま
す
か
。

「
理
事
会
と
は
別
に
評
議
員

制
度
を
作
る
。
そ
の
た
め
定
款

も
変
更
し
た
。
評
議
員
に
つ
い

て
は
旅
行
会
社
や
学
校
、
地
方

自
治
体
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て

い
る
。
理
事
会
に
物
申
す
組
織

に
し
た
い
と
思
う
。
９
月
ま
で

に
人
選
を
終
え
、
ス
タ
ー
ト
し

た
い
。
改
革
に
は
痛
み
が
伴
う

が
、
従
来
の
ま
ま
で
は
存
在
意

義
は
な
い
。
と
に
か
く
実
績
を

積
む
こ
と
。
信
頼
さ
れ
る
ア
カ

デ
ミ
ー
に
す
る
こ
と
が
私
に
か

せ
ら
れ
た
仕
事
だ
」

【
内
井
高
弘
】

宿泊統計
１～３月

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が

無
事
に
終
了
し
た
。
数
多
く
の

首
脳
が
集
ま
っ
て
サ
ミ
ッ
ト
が

行
わ
れ
た
が
、
必
ず
し
も
十
分

な
成
果
が
あ
が
っ
た
と
は
言
い

難
い
。
各
国
の
国
益
や
思
惑
な

ど
が
異
な
る
の
で
、
地
球
的
課

題
の
解
決
は
困
難
だ
。

世
界
で
は
長
ら
く
「
３
Ｅ
の

ト
リ
レ
ン
マ
」
が
言
い
古
さ
れ

て
き
た
。
３
Ｅ
と
は
、
エ
コ
ノ

ミ
ー
（
経
済
）
、
エ
ナ
ジ
ー
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
）
、
エ
ン
バ
イ

ロ
ン
メ
ン
ト（
環
境
）の
こ
と
。

経
済
発
展
は
化
石
燃
料
主
体
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
伴
う
の

で
、
必
然
的
に
地
球
温
暖
化
を

引
き
起
こ
す
。
こ
れ
ら
の
３
つ

の
要
素
が
た
が
い
に
抜
き
差
し

な
ら
な
い
羽
目
に
陥
る
状
態
が

ト
リ
レ
ン
マ
で
あ
る
。

２１
世
紀
に
入
り
、
地
球
全
体

が
過
去
に
例
が
な
い
ほ
ど
の
高

度
経
済
成
長
路
線
を
突
き
進
ん

で
い
る
。
世
界
経
済
の
高
成
長

は
必
然
的
に
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
極
端
な
歪
み
を
生
じ
さ
せ

て
お
り
、
ト
リ
レ
ン
マ
が
よ
り

深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
従
来

の
３
Ｅ
問
題
に
加
え
て
、
「
３

Ｆ
の
ク
ラ
イ
シ
ス
（
危
機
）」と

い
う
地
球
的
課
題
が
議
論
の
中

心
に
な
っ
た
。
３
Ｆ
と
は
、
フ

ー
ド
（
食
糧
）
、
フ
ュ
ー
エ
ル

（
燃
料
）、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス（
金

融
）
の
こ
と
。

米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
破
綻

に
始
ま
る
世
界
的
な
金
融
不
安

は
、
投
機
マ
ネ
ー
の
流
動
化
に

拍
車
を
か
け
、
原
油
高
騰
や
食

糧
高
騰
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
諸
物
価
値
上

げ
の
ド
ミ
ノ
倒
し
が
世
界
中
の

庶
民
の
暮
ら
し
を
直
撃
し
て
お

り
、
特
に
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
途

上
国
の
貧
困
層
に
危
機
的
状
況

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
３
Ｅ
の

ト
リ
レ
ン
マ
は
必
然
的
に
３
Ｆ

の
ク
ラ
イ
シ
ス
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

３
Ｅ
や
３
Ｆ
に
よ
る
地
球
的

規
模
の
危
機
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
近
代
文
明
の
あ
り
方
そ

の
も
の
が
根
本
か
ら
問
い
直
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
実
は
今
回

の
サ
ミ
ッ
ト
会
場
に
は
、
北
海

道
で
唯
一
の
国
宝「
中
空
土
偶
」

が
展
示
さ
れ
、
各
国
首
脳
の
目

に
と
ま
っ
た
。
そ
の
造
形
の
美

し
さ
か
ら「
北
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」

と
よ
ば
れ
る
中
空
土
偶
は
、
函

館
市
南
茅
部
で
発
見
さ
れ
た
も

の
で
、
３
５
０
０
年
前
の
縄
文

人
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

北
海
道
で
は
約
１
万
年
前
か

ら
縄
文
文
化
を
持
つ
人
々
が
暮

ら
し
て
い
た
。
縄
文
人
は
自
然

環
境
と
調
和
し
な
が
ら
、
自
然

の
恵
み
を
生
か
し
た
暮
ら
し
を

営
ん
で
き
た
。
自
然
と
共
生
す

る
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
世
代
か
ら
世
代
へ
と
引
き

継
が
れ
て
き
た
わ
け
だ
。
今
回

の
サ
ミ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
「
中
空
土
偶
」
に
象
徴
さ

れ
る
縄
文
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

外
国
人
客
が
８.８
％
増
加

延
べ
宿
泊
者
数
全
体
は
微
増

－４４－

北北海海道道大大学学観観光光学学高高等等研研究究セセンンタターー長長 石石森森秀秀三三

３
Ｅ
と
３
Ｆ
、
そ
し
て
中
空
土
偶

「
検
定
」の
内
容
を
見
直
し

評
議
員
制
度
設
け
改
革
を

岩
手
県
や
県
観
光
協
会
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
が
展
開
す

る
「
い
わ
て
・
平
泉
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
１２
日
、
東

京
の
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
構
内
で
行

わ
れ
た
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

行
委
員
会
の
会
長
を
務
め
る

達
増
拓
也
知
事
が
出
席
し
、

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
登
録

が
延
期
と
な
っ
た
平
泉
の
、

観
光
資
源
と
し
て
の
変
わ
ら

ぬ
価
値
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

と
も
に
、
岩
手
・
宮
城
内
陸

地
震
の
影
響
で
県
内
の
宿
泊

施
設
の
利
用
が
減
少
し
て
い

る
現
状
に
ふ
れ
、
多
く
の
来

訪
を
呼
び
か
け
た
。

達
増
知
事
は
平
泉
に
つ
い

て
「
世
界
遺
産
登
録
は
今
回

延
期
と
な
っ
た
が
、
世
界
遺

産
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
価

値
が
あ
る
。
引
き
続
き
登
録

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

る
」
と
言
及
。

ま
た
地
震
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
「
風
評
被
害
で
多
く

の
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
苦
労
し

て
い
る
。
お
伝
え
し
た
い
の

は
『
岩
手
は
元
気
で
す
』
と

い
う
こ
と
。（
受
け
入
れ
の
）

準
備
は
万
端
。
ぜ
ひ
�
幸
せ

出
ず
る
国
、
い
わ
て
�
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
盛
岡

さ
ん
さ
踊
り
や
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
、
達
増
知
事
を
交
え
た
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、
達
増

知
事
や
佐
藤
義
正
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
実
行
委
員
会
副
会
長

（
岩
手
県
観
光
協
会
理
事

長
、
ホ
テ
ル
大
観
）
、
い
わ

て
お
か
み
会
の
メ
ン
バ
ー
ら

が
通
行
人
に
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
し
た
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
９
月
３０

日
ま
で
実
施
。
Ｊ
Ｒ
で
は
１

万
８
６
０
０
円
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
商
品
を
発
売
す
る
な
ど
、

岩
手
県
へ
の
送
客
拡
大
に
向

け
て
テ
コ
入
れ
を
図
る
。

「
岩
手
県
は
元
気
で
す
」

達

増

知
事
ら

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
イ
ベ
ン
ト

パンフレットを配る達増知事（右）と佐藤観
光協会理事長

京
成
電
鉄
と
東
京
メ
ト
ロ

は
１８
日
か
ら
、
成
田
空
港
駅

と
空
港
第
２
ビ
ル
駅
の
乗
車

券
発
売
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
を
対
象
に

し
た
企
画
乗
車
券
を
発
売
す

る
。こ

の
乗
車
券
は
「
ス
カ
イ

ラ
イ
ナ
ー
＆
メ
ト
ロ
パ
ス
」

で
、
空
港
の
２
駅
と
京
成
上

野
駅
ま
で
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ

ー
引
換
券
と
、
東
京
メ
ト
ロ

の
１
日
券
ま
た
は
２
日
券
を

セ
ッ
ト
に
し
た
。
パ
ス
ポ
ー

ト
を
確
認
し
た
上
で
発
売
す

る
。価

格
は
１
日
券
の
セ
ッ
ト

が
２
１
０
０
円
、
２
日
券
が

２
４
８
０
円
。
１
日
券
セ
ッ

ト
を
購
入
し
た
場
合
、
ス
カ

イ
ラ
イ
ナ
ー
と
メ
ト
ロ
１
日

乗
車
券
を
別
々
に
購
入
す
る

よ
り
も
「
５
３
０
円
安
く
な

る
」
（
京
成
）
と
い
う
。

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

実
証
事
業
を
募
集

国
交
省

国
土
交
通
省
は
、
ニ
ュ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
旅
行
商
品
の
実

証
事
業
と
し
て
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
募
集
す
る
。
締
め
切

り
は
８
月
４
日
。
今
年
度
の

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
出
・

流
通
促
進
事
業
の
一
環
で
、

６
月
に
採
択
さ
れ
た
４６
件
に

続
く
追
加
募
集
。
９
月
か
ら

来
年
１
月
末
ま
で
に
実
施
さ

れ
る
ツ
ア
ー
が
対
象
。

地
域
の
関
係
者
が
一
体
で

取
り
組
ん
だ
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
旅
行
商
品
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
に
つ
い
て
、
参
加
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
に
か

か
る
経
費
、
商
品
告
知
の
た

め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成

費
、
現
地
で
の
２
次
交
通
の

整
備
費
な
ど
を
補
助
す
る
。

応
募
者
に
は
旅
行
業
者
を
含

む
こ
と
が
条
件
。

応
募
は
地
方
運
輸
局
ま
た

は
沖
縄
総
合
事
務
局
ま
で
。

京
成
電
鉄
と
東
京
メ
ト
ロ

外
客
向
け
乗
車
券
発
売

政
府
は
１５
日
、
観
光
庁
の

発
足
を
盛
り
込
ん
だ
国
土
交

通
省
設
置
法
等
一
部
改
正
法

を
施
行
す
る
の
に
伴
い
、
観

光
庁
の
内
部
組
織
な
ど
を
定

め
た
国
交
省
組
織
令
な
ど
の

関
係
政
令
を
閣
議
決
定
し

た
。
観
光
庁
の
体
制
は
こ
れ

ま
で
発
表
さ
れ
て
き
た
通

り
、
総
務
課
な
ど
４
課
と
観

光
地
域
振
興
部
に
２
課
を
置

く
こ
と
が
正
式
決
定
し
た
。

観
光
庁
は
長
官
以
下
、
次

長
、
審
議
官
、
参
事
官
２
人

を
置
く
。
部
と
課
の
名
称
も

正
式
決
定
し
た
。
総
務
課
、

観
光
産
業
課
、
国
際
観
光
政

策
課
、
国
際
交
流
推
進
課
の

４
課
の
ほ
か
、
観
光
地
域
振

興
部
を
構
え
、
観
光
地
域
振

興
課
と
観
光
資
源
課
を
配
置

す
る
。観

光
圏
整
備
法

今
月
２３
日
施
行

政
府
は
１１
日
、
観
光
地
の

広
域
連
携
で
２
泊
３
日
以
上

の
滞
在
を
促
進
す
る
「
観
光

園
の
整
備
に
よ
る
観
光
旅
客

の
来
訪
お
よ
び
滞
在
の
促
進

に
関
す
る
法
律
（
観
光
圏
整

備
法
）」の
施
行
日
を
今
月
２３

日
に
決
定
し
た
。

施
行
日
の
ほ
か
、
観
光
圏

整
備
法
に
関
係
す
る
政
令
を

閣
議
決
定
し
た
。
旅
行
業
法

の
特
例
と
し
て
、
宿
泊
事
業

者
に
旅
行
商
品
の
代
理
販
売

を
認
め
る
観
光
圏
内
限
定
旅

行
業
者
代
理
業
の
規
定
な
ど

を
定
め
た
。

国
交
省
は
、
市
町
村
、
都

道
府
県
か
ら
の
観
光
圏
整
備

計
画
の
受
け
付
け
に
つ
い
て

今
年
度
の
補
助
事
業
分
の
募

集
を
８
月
初
旬
か
ら
８
月
末

に
か
け
て
行
う
予
定
。

「
外
客
来
訪
促
進
法
」は

外
客
旅
行
容
易
化
法
に

観
光
圏
整
備
法
の
施
行
日

決
定
に
伴
っ
て
、
「
外
国
人

観
光
旅
客
の
来
訪
地
域
の
整

備
等
の
促
進
に
よ
る
国
際
観

光
の
振
興
に
関
す
る
法
律

（
外
客
来
訪
促
進
法
）」は
今

月
２３
日
か
ら
名
称
が
改
ま

り
、
「
外
国
人
観
光
旅
客
の

旅
行
の
容
易
化
等
の
促
進
に

よ
る
国
際
観
光
の
振
興
に
関

す
る
法
律
（
外
客
旅
行
容
易

化
法
）」と
な
る
。

国
土
交
通
省
は
１１
日
付
で

人
事
異
動
を
発
令
し
た
。
未

定
だ
っ
た
観
光
事
業
課
長
に

は
、
加
藤
隆
司
・
内
閣
官
房

内
閣
参
事
官
が
就
任
し
た
。

経
済
産
業
省
か
ら
の
出
向
だ

っ
た
荒
木
由
季
子
・
観
光
経

済
課
長
の
後
任
に
は
、
同
じ

く
経
産
省
か
ら
大
滝
昌
平
氏

が
就
い
た
。

今
回
の
人
事
で
観
光
部
門

６
課
長
の
顔
ぶ
れ
が
決
ま
っ

た
。
新
任
の
４
課
長
は
加
藤

・
観
光
事
業
課
長
、
大
滝
・

観
光
経
済
課
長
の
ほ
か
、
４

日
付
発
令
で
就
任
し
た
花
角

英
世
・
観
光
政
策
課
長
、
笹

森
秀
樹
・
観
光
地
域
振
興
課

長
。
留
任
は
水
嶋
智
・
観
光

資
源
課
長
と
平
田
徹
郎
・
国

際
観
光
課
長
。

荒
木
・
経
済
課
長
は

山
形
県
副
知
事
に

観
光
経
済
課
長
だ
っ
た
荒

木
由
季
子
氏
は
、
２４
日
付
で

山
形
県
の
副
知
事
に
就
任
す

る
予
定
。
国
交
省
出
身
の
後

藤
靖
子
副
知
事
の
後
任
で
、

す
で
に
県
議
会
の
同
意
を
受

け
て
い
る
。

観
光
事
業
課
長
に
加
藤
氏

観
光
庁
の
内
部
組
織
決
定

国
交
省
１１
日
付
人
事
で

政
府

６
課
設
置
を
政
令
に
明
記

夏
に
も
５
万
人
達
成

記
念
イ
ベ
ン
ト
計
画

Ｊ
Ｒ
北
の
旭
山
動
物
園
号

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
１４
日
、
札

幌
〜
旭
川
間
を
走
る
特
急
列

車
「
旭
山
動
物
園
号
」
の
利

用
人
数
が
夏
に
５
万
人
を
超

え
る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
達
成
の
日
に
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
発
表

し
た
。
６
月
末
ま
で
の
利
用

人
員
は
累
計
で
４
万
５
３
３

４
人
に
達
し
て
い
る
。

◎
国
土
交
通
省
人
事

（
７
月
１１
日
付
）

観
光
部
門

観
光
事
業
課
長
（
内
閣
官

房
内
閣
参
事
官
・
内
閣
官
房

副
長
官
補
付
）
加
藤
隆
司
▽

鉄
道
局
総
務
課
貨
物
鉄
道
政

策
室
長
（
観
光
政
策
課
観
光

政
策
調
整
官
）
堀
真
之
助
▽

観
光
政
策
課
観
光
政
策
調
整

官
（
都
市
・
地
域
整
備
局
企

画
課
長
補
佐
）
渡
邊
哲
至
▽

出
向
・
経
済
産
業
省
大
臣
官

房
付
（
観
光
経
済
課
長
）
荒

木
由
季
子
▽
観
光
経
済
課
長

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房

付
）
大
滝
昌
平

運
輸
局
関
係

辞
職
（
四
国
運
輸
局
長
）

石
丸
周
象
▽
四
国
運
輸
局
長

（
北
海
道
運
輸
局
次
長
）
宮

村
弘
明
▽
北
海
道
運
輸
局
次

長
（
人
事
院
人
材
局
首
席
試

験
専
門
官
）
三
谷
泰
久

宿泊旅行統計調査 ２００８年１～３月合計
宿泊施設タイプ

シティ
ホテル
５６．６
５３．６
２８．７
３９．２
４９．７
４４．３
３６．２
４８．２
４３．２
５１．７
４２．８
５７．１
６０．９
５９．０
６３．７
４５．７
３７．６
４４．２
３６．４
６６．１
５１．９
３７．０
４９．４
６０．４
４８．２
４２．０
６５．７
６７．３
５６．７
５１．７
５４．９
４４．９
３９．５
４３．０
５６．１
４４．０
４２．２
４５．５
４５．２
４８．５
５４．６
４６．８
４７．３
５３．２
５０．４
５４．５
５４．２
６８．２

※宿泊施設タイプ不詳を含む。

ビジネス
ホテル
５８．１
４６．８
４０．７
４２．４
５４．４
３４．６
５１．１
４８．６
５０．１
５５．７
５０．６
６２．８
６２．５
７１．８
６６．５
５０．９
５２．３
４７．７
４７．０
４４．０
４６．５
４３．８
５６．６
５８．９
６８．５
５４．５
６５．６
６３．９
５９．９
５３．４
５２．１
６４．５
５１．９
５８．３
６１．９
５６．４
５０．０
４８．７
５０．７
４７．７
６５．７
５２．２
５６．６
４９．０
５４．８
６０．９
５６．４
５６．９

リゾート
ホテル
４０．０
３６．６
１８．１
３２．５
３９．８
１１．５
２６．０
３４．５
４４．９
３０．０
２５．６
２４．５
６０．１
４７．０
４４．９
３８．３
１６．３
２０．２
３８．３
３１．７
３５．９
３５．０
３９．３
３７．７
３２．７
３４．２
４０．４
５７．７
３２．６
３６．１
３６．４
３４．９
９．４
２８．８
３７．２
２３．４
３８．０
２７．８
４８．７
２６．７
４０．４
３１．５
４７．１
３１．６
４７．３
３９．２
３５．０
５７．５

旅館

３０．３
３１．５
１８．９
２７．１
２９．２
１９．０
２７．０
３２．４
２９．４
２７．５
３４．１
２４．５
３７．８
４７．１
３６．７
２４．５
２６．３
２６．６
３４．７
３１．１
２８．５
２９．４
３４．９
３３．８
３４．５
２９．１
３２．２
２２．７
３３．９
１７．３
２９．５
３１．５
２６．２
２４．８
２３．６
２９．１
２３．７
３０．５
３０．１
２４．３
２４．１
３１．３
２９．６
２９．３
３２．８
３０．４
３９．１
４４．６

稼働率
※

４３．０
３９．８
２６．２
３１．６
３９．６
２４．３
３０．６
３５．１
３９．４
３３．０
３４．８
４９．１
５５．２
６３．９
５３．８
３４．１
２９．８
２９．９
３７．３
３２．２
３３．４
３３．１
３９．９
４９．０
４１．６
３８．３
４９．４
６２．８
４２．４
２９．３
３４．１
３６．７
３２．４
４０．０
４５．９
３５．５
３９．２
３７．５
４０．３
３５．１
５３．５
３７．９
４１．６
３６．３
４１．４
４７．８
４４．４
５９．２

うち外国人
実宿泊者数
３，６３２，６６０
４７９，１１０
９，０１０
１４，３８０
２８，８７０
４，７９０
６，５６０
２３，６３０
８，１４０
２４，６８０
９，４２０
１２，１３０
２９３，２２０
９８６，３１０
１０５，０４０
２１，１６０
４，８３０
１４，９３０
２，６００
７６，３１０
３５，４５０
２７，６５０
７９，２４０
１３０，７２０
１２，４５０
２０，９６０
１０７，５６０
３８０，９２０
７４，７２０
１０，８８０
２６，９９０
２，６６０
１，６１０
９，３８０
３０，１３０
５，２４０
２，８７０
７，２３０
８，２５０
１，９００
１１３，２２０
１４，６００
１１０，６４０
１０３，７７０
８６，８２０
２６，６４０
３５，７９０
３９，２６０

実宿泊者数

５７，５４５，９４０
４，４４５，７７０
４８２，４００
７７４，２４０
１，３５３，７２０
４４７，６４０
６６１，７９０
１，５１２，１４０
６２１，４７０
１，１６１，８４０
１，１７５，１００
５５８，２９０
２，８２７，５７０
６，３７４，０２０
２，０３４，４５０
１，４１０，０５０
４３０，８２０
１，０５４，２４０
４８７，９００
７７８，１６０
１，９８５，４１０
６８１，７７０
２，７４４，８９０
１，９３６，７３０
１，１７３，６１０
４７０，２１０
１，５１５，８１０
２，８８１，６４０
１，６９５，７３０
２０６，０２０
６９２，７２０
３７９，１４０
３３７，８２０
７１１，０６０
９２３，３２０
６１５，７９０
２３６，５８０
４２９，５９０
４９０，７５０
３７４，０６０
１，６０２，８６０
４６６，８２０
９４８，５００
１，０４１，５２０
９０８，７５０
５３７，８００
１，０１５，０５０
１，９５０，３７０

うち外国人延
べ宿泊者数
５，４２２，３００
６０１，３１０
１１，２５０
１８，５３０
３６，７２０
６，１４０
１１，１５０
３１，４４０
１６，４９０
３０，７５０
１３，７６０
１９，３５０
３５９，４５０
１，８３１，３６０
１６３，４９０
３４，６６０
７，２３０
１７，５８０
３，１００
７８，８８０
６３，２５０
３２，９８０
１０３，４００
２１７，５５０
１８，４００
２５，６２０
１８２，８４０
５７７，４２０
１０４，０６０
１２，９３０
２８，８３０
３，４００
２，３２０
１３，７４０
４４，９００
６，８３０
４，７４０
１２，０００
１１，９２０
５，０３０
１３９，５５０
１６，２７０
１３０，７３０
１１６，６６０
１１０，８００
３２，４３０
４９，１５０
６１，９１０

延べ
宿泊者数

７３，５０５，８４０
５，７７６，７１０
５７２，８３０
８９８，８８０
１，６１８，６３０
５６０，５１０
８０１，６３０
１，８０５，７６０
８１５，９７０
１，３７９，９６０
１，４２７，１００
７３２，２４０
３，６４１，０２０
９，０６６，２００
２，５５２，２２０
１，７４０，１６０
５１５，９２０
１，１６１，３００
５４９，８３０
８８３，０１０
２，６９１，８３０
７７７，２６０
３，３８５，１３０
２，５６１，８９０
１，４１５，４７０
５８２，２８０
２，０２９，１８０
３，８８１，１００
２，０７８，５９０
２３３，８２０
７９２，４８０
４５２，６９０
３９７，７７０
８８６，９７０
１，１５５，４５０
７１９，６２０
２９０，７７０
５３３，６８０
５７９，２４０
４４７，１５０
２，０２２，７８０
５６０，５００
１，０９８，９９０
１，２３５，１１０
１，１９２，２１０
７０６，２３０
１，２３４，１５０
３，０６３，６１０

施設所在地

全国 計
北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県


